
公立中学の５段階評価で３程度の学力から、
高校では全統模試で満点を取り全国トップへ
　Y君が青木塾に入塾したのは地元の公立中学の中３の頃。当時は、どちらかというと勉強は余り得意ではなく、主要科
目の英語や数学では、当時の三進連の成績の５段階評価で３程度の力しかありませんでした。しかし、青木塾に入塾後の
学力のアップはめざましく、特に高校に入学した最初の１年目の校内実力テストでは、第１回目の英語が397人中121番、
数学が398人中263番、第２回目の英語が397人中43番、数学が397人中56番、第３回目の英語が391人中11番、数学
が391人中４番へと劇的な実力向上を果たしました。また、１年の３学期の旺文社模試では、英語が19万9568人中2887
番、数学に至っては19万1774人中80番になり（勿論、学年トップです）ました。更に、高２の第２回全統模試では、数
学で満点を取り全国トップにもなっています。高３時には、浪人生も受けるため評価がかなり厳しくなる全統記述模試で
数学の全国偏差値74.4を取り学年トップになるなど、その勢いはどこまでも止まることがありませんでした。彼は国語が
足を引っ張って、１年間の浪人を余儀なくされましたが、１年後には無事、京都大学の工学部に合格しました。（1997年
春、松阪高校卒）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【中３の三進連の結果】

　　　　　　　　　　【高１の校内実力の結果】　上から順に第１回、第２回、第３回の資料です。



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【高１の旺文社模試の結果】

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【高２の第２回全統模試の結果】

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【高３の第１回全統記述模試の結果】


